
(1)学校は楽しL・

(2)毎日の学雷時間

(3)計圃的に学習(テスト期間中）

(4)授業の理解度

《5)安心して学雷や生活できる学級

(6)友達への思いやりをもって捜す昂

《7》友運の悪口や陰口を言わない生活

(8)いじめを見逃さない雰囲気〈学繊〉

(9)差別をしない､させない窓樋の高まり

(10)責任感(係や委員会；

〈皿》協力的に参加(学級や学年）

《12)進んであいさ-蚤

（鱈)目撫を狭めて運動の取絹

(ﾕ4>体育的な特別活動に積極的に参霊

（15)きのうの寝た時刻

（16>朝食の内容

（17>食事のバランスを考え､食べる

（18)平日､メディアとの接鮭時閥

4【0分】

4【9時頃】
4【主食のみ〕

3【,30分以内】
3【10時頃】
3【主食十主菜】

2[60分以内】
2【11時頃】
ﾌ【字食十主菜十副菜】

:[90分以上】
1【12時以降】

1【食べない1

生徒アンケート（15年7月全校一斉に実施）
■4とてもそう思う■3そう思う■之あまり思わない■ュ思わない
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教育活動に関する保護者アンケート結果(15年7月
■そう思う、■どちらかというとそうである■どちらかというとそうでない■そう思わなし.、
そうであるそうでない
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104人回収：
■わからない
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子どもは豪しそうに学校生活を送っていろ『

子どもは将来への夢や希霊を持っている。

学校や友人のことをよく髄してくれろ.

困ったこと敏どを相戯してくれる

いじめやいやがらせを受けることなく、安心して生活していろ．

家率などを進んで手伝ってくれる

家人や近所の人に．自分から進んであいさつをす皇一

鳩に応じた丁寧な雪葉遣いができる．

子どもは授羨が分かりやすいと倉っていろ‐

テスト期間中は．＃十画的に家庭学習に取り組んでいる‐

テスト期間以外でも、自分から家庭字習に取り粗んでいるi.(50分

以X

部活動に触心に取り組んだ．（加入者のみ.3年生は引退する
で）

食茅はバランスよく食べているｰ

ケータィ、パソコン厳どは．ルールを決めて便わせている．

学校からの各種たよりやホームページによる情帳発信が充分で
生徒の様子や学校の取組みがよく分かる．
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教職員自己評価(1学期：

■あてはまる■少しあてはまる■あまりあてはまらなし

【学力】分かる授業の実現､授業のユニバーサルデザ

イン化､学び合いの場面の導入

【学力】Web配信問題の結果や全国学力調査の結果

の活用による授業改善

【いじめ対応】いじめの未然防止､早期発見､組織的な

対応

【心の教育】人権教育､同和教育を基盤とした､差別

や偏見を許さない雰囲気の醸成

【命の教育】教科､道徳､あらゆる教育活動を通した命

を大切にする教育

【健康】家庭と連携したメディアセーブ運動の取組の推

進

【小中連携､地域連携】家庭､地域への情報発信､'’

中連携､地域貢献

【部活動】部活動運営においては､生徒との人間関係

を基盤とした計画的な活動

【学校運営】IAKBブﾛヅｪｸﾄにおける実施､評価.点検
の取組

【体験的な活動】学校行事等のねらいを明確にし､生

徒の達成感や成就感を重視

0%20%40%60%80%100%
｡■ﾛ

’ ’

llll
－

｜lll
蝋酎鍬

’

’

｜’
1

」I｜’


